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研究成果の概要（和文）：ひとり親家族用支援ニーズアセスメントツールを開発し，その有効性を検証すること
を目的とした．ひとり親家族の家族機能研究と文献検討の結果から項目精選を行い，尺度を作成した．これは，
21項目から成る自記式質問紙である．1保育園でひとり親家族を対象に質問紙調査を実施し，尺度を修正した
後，保育所に通う子どもをもつひとり親家族を対象に信頼性と妥当性を確認するためのウェブ調査を実施した．
親に対して調査を実施した結果，既存の家族機能尺度との相関係数は-0.36であった．Cronbachのα係数は0.93
であった．2週間程度の間隔をあけた相関係数は0.79であった．本尺度は信頼性と妥当性を具備した尺度と言え
る．

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop a Support Need Assessment Tool for 
Single-parent Families (SNATS) and to evaluate its effectiveness. Items were selected through family
 functioning studies and literature reviews about a single-parent family, and the SNATS was 
constructed. It is structed as a self-administered questionnaire composed of 21 items. For the 
preparation, a questionnaire survey was conducted for single-parent families in one nursery school. 
After we revised this SNATS, internet survey was conducted to evaluate its reliability and validity.
 The participants were single-parent families with their children enrolled in nurseries. When the 
SNATS was administered to the parents, Spearman’s  correlation coefficient between the SNATS and 
family functioning scale by Feetham was -0.36. Cronbach’s alpha coefficient was 0.93. Spearman’s 
correlation coefficient was 0.79 at about 2-week interval. In conclusion, it was indicated that the 
SNATS is a reliable and valid instrument. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究の知見から，ひとり親家族は家族機能の特徴がふたり親家族とは異なることが明らかにされている．し
かし，ひとり親家族の家族機能を的確にアセスメントするための家族機能尺度は存在しない．これまでは，配偶
者がいないにもかかわらず，配偶者や結婚生活に関する項目が含まれる，ふたり親家族を基盤に作成した家族機
能尺度をひとり親家族にも使用していた．本尺度はひとり親家族を基盤に作成しているため，ひとり親家族に適
している．また，ひとり親家族の家族機能の充足度と看護師による家族支援の希望（支援ニーズ）について確認
できるため，家族の希望とエビデンスに基づいた家族支援の実施や研究に寄与できると考える．
 



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年，日本では，離婚によるひとり親家族が増加しており，看護職は病院だけではなく多様
な場で子育てをしているひとり親家族を支援する機会が増加している．家族支援の目的は家族
機能の維持・向上であるため（法橋，堀口，樋上，2010），看護職は，ひとり親家族の家族機能
レベルをアセスメントし，家族機能の維持・向上を目的に，家族の価値観に沿って家族支援を
実践する必要がある． 
日本の子育て期のひとり親家族の家族機能に焦点を当てた家族看護学研究の研究成果から，

ひとり親家族はふたり親家族と比較し，家族機能が低下することや（Hiratani, Hohashi, 2010），
ひとり親に家族役割が集中する（平谷，法橋，2009）など家族機能の特徴がふたり親家族とは
異なることが明らかにされている．しかし，ひとり親家族の家族機能を的確にアセスメントす
るための家族機能尺度は見当たらない．  
 
２．研究の目的 
 本研究では，看護職（看護師・保健師・助産師）がひとり親家族の家族機能をアセスメント
する際に活用可能な「ひとり親家族用支援ニーズアセスメントツール(Support Need Assessment 
Tool for Single-parent Families: SNATS)」を開発し，その有効性（信頼性・妥当性）を検証
することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 尺度開発のための事前準備として，ひとり親家族に関する文献，ひとり親家族の家族機能に
関する文献，家族の価値観に沿った家族支援に関する文献を集めた．その際，（1）入院中の病
児をもつ家族が看護師に期待する家族支援については知見がないことが明らかとなったため，
協力の得られた 4病院に入院中の病児のいる 10家族（ひとり親家族を含む）を対象に 1時間程
度の半構成面接調査を実施し，家族の価値観に沿った家族支援とは何か明らかにした．また，
（2）ひとり親家族の文献検討を実施した．その後，（3）ひとり親家族に関する文献検討の結果
と子育て期のひとり親家族の家族機能研究の成果をアイテムプールとし，項目精選を行い，尺
度を作成した．これは，21項目で構成される自記式質問紙であり，20 項目は回答選択肢型質問，
21項目には，各20項目に対する看護職による家族支援や相談の希望を確認する項目を設けた．
回答選択肢型の各項目には家族機能の充足度を 1～5のリッカートスケールで回答する．得点が
高いほど家族機能の充足度が高いことを意味する．1 保育所でひとり親家族を対象に質問紙調
査を実施し，質問内容を小修正したうえで，全国の認可保育所・無認可保育園・認定こども園
に通う子どもをもつひとり親家族を対象にウェブ調査を実施した．  
 
４．研究成果 
（1）入院中の病児をもつ家族が看護師に期待する家族支援 
 入院中の病児をもつ家族が看護師に期待する家族支援として，【病棟の人的・物理的環境を整
える支援】【家族への情報提供】【家族を気遣う支援】【家族の精神状態を考慮して関わる支援】
【家族の相談相手になる支援】の 5カテゴリー，合計 14 サブカテゴリーが明らかになった．す
なわち，家族は，家族にとって不自由な病棟環境にいるため，病棟の人的・物理的環境を整え
る支援を期待していた．医学的知識があり，入院に関連した様々な情報を把握している看護師
からの情報提供を期待していた．看護師の仕事に向き合う姿勢や態度，看護師の雰囲気を敏感
に感じとっており，真に家族を気遣う支援を期待していた．家族員の心情や言葉では伝えられ
ない気持ち，家族のビリーフを理解して関わる支援を期待していた．医師には気軽に相談しに
くい内容の相談や，子育て支援を望んでおり，家族の相談相手になる支援を期待していた．看
護師は，経験的かつ暗黙のうちに家族支援を行っている場合が多いが，これらを意図的に実践
することが重要であることが明らかになった． 
（2）ひとり親家族に関する国内文献レビュー：2007-2014 年の論文を対象とした検討 
 医中誌 Web を利用して，2007 年から 2014 年の原著論文を検索した結果，ひとり親家族に関
する文献（①家族構成がひとり親家族であり，ひとり親家族であることと家族支援のあり方に
関連がある事例や②ひとり親家族の実態や課題，家族支援のあり方を明らかにした研究，③ひ
とり親家族とそれ以外の家族構成を比較し，ひとり親家族の特徴を明らかにした研究を選定し
た）は 37 本であった．ひとり親家族に関する文献数は増加していたが，医中誌 Web の収録文献
数に占める割合は低いままであった．調査法は事例調査が多かったが，面接調査が増えている
ことや複数の調査法を組み合わせた混合型研究が存在することが分かった．筆頭著者は，教育・
研究者が最も多かった．家族を地域，コミュニティーの数ある社会的組織の中の 1つとして捉
え，研究を行っている筆者が多く，家族看護学に立脚した研究が行われるようになってきたこ
とが確認できた．今後は，研究結果を地域や医療機関等に還元するためのトランスレーショナ
ル・リサーチが必要と考えられる． 
（3）ひとり親家族用支援ニーズアセスメントツール(Support Need Assessment Tool for 
Single-parent Families: SNATS)の開発 
 183 名の母親の有効回答を分析した結果，上位-下位分析では全項目において上位群と下位群
の得点に有意差が認められた．SNATS と既存の家族機能尺度である Feetham 家族機能調査日本
語版Ⅰ(FFFS-J)の Spearman の順位相関係数は-0.36，FFFS-J の配偶者に関する項目を除いた場



合の Spearman の順位相関係数は-0.43 で併存妥当性が支持された．なお，SNATS は得点が高い
ほど家族機能が高いことを示すが，FFFS-J は得点が高いほど家族機能が低いことを示すため，
逆相関（負の関係）を示したと考えられる．因子分析の結果，2 因子構造であることが確認で
きた．Cronbach のα係数は 0.93 であり，内部整合信頼性は高かった．反復信頼性を検討する
ために，SNATS の 1 回目の回答から 1 週間以上の間隔をおいて再度，SNATS に回答してもらっ
たところ，102 名の母親から有効回答が得られた（有効回答者の 102 名は全員が 1 回目の有効
回答者183名の中に含まれており，同一人物である）．Spearmanの順位相関係数は0.79であり，
反復信頼性が確認できた．これらより，SNATS は，ひとり親家族の家族機能を評価する信頼性・
妥当性を具備した尺度であると考えられる． 
SNATS の特徴は，対象家族の家族機能の現状や家族が看護職に希望する家族支援が何である

か目で見て分かる点にある．すなわち，既存の家族機能尺度のように，家族機能充足度得点を
算出するための計算などを必要としない．また，家族の希望を確認できるため，家族の希望に
沿った家族支援を実施できる．なお，家族機能の充足度が低いが，家族が看護職の支援や相談
を希望していない項目は，家族が踏み込まれたくない領域である可能性や看護職以外の人から
支援を求めている可能性，看護職に遠慮したり，看護職には支援や相談を求められないと考え
ている可能性が考えられるため，直接的な介入はせずに経過観察したり，信頼関係を十分に構
築してから介入する方がよいと判断できる内容である．加えて，既存の家族機能尺度は，ふた
り親家族を基盤に作成しているため，ひとり親家族にも使用可能と記載していても，例えば，
配偶者や結婚生活，性生活に関する項目など，ひとり親家族には回答しづらい項目が多く含ま
れていた．本尺度はひとり親家族を基盤に作成しており，ひとり親家族に適している．今後，
ひとり親家族の家族支援の実施や研究に本尺度が寄与することを期待したい． 
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